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特別損失の計上及び第２四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異、 

通期業績予想の修正並びに配当予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は下記のとおり平成23年3月期第2四半期において特別損失を計上することになりましたのでお知らせ

いたします。 

また、平成22年 5月17日に公表いたしました平成23年 3月期第2四半期累計期間の業績予想値と本日公表

の同実績値に差異が生じましたのでお知らせするとともに、平成23年 3月期通期の業績予想及び配当予想につ

きましても下記の通り修正いたしますので併せてお知らせいたします。 

記 

1．特別損失の計上について（連結・個別） 

 国内の長引く景気低迷や県外からの客数の減少、低価格競争の激化など当社グループを取り巻く経営環境は

予想を大きく下回り、将来の回収可能性を検討した結果、洞爺地区、阿寒地区の観光ホテル等において減損損

失を認識するに至りました。この結果、当第２四半期会計期間末において、この資産について連結で2,595百

万円、個別で1,674百万円を減損損失として特別損失を計上いたします。 

 

２．平成23年３月期第２四半期累計期間（連結）業績予想数値と実績値との差異 

（平成22年 4月 1日～平成22年 9月 30日） （単位：百万円）

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 9,200 820 570 370 
円 
43 

銭
07

今回実績値（Ｂ） 8,782 247 53 △3,024 △351 98

増減額（Ｂ－Ａ） △418 △573 △517 △3,394 － －

増減率（％） △4.5 △69.8 △90.7 － － －

(ご参考)前期第2四半期実績 

(平成22年3月期第2四半期) 
9,912 411 201 43 4 91

 

３．平成23年３月期第２四半期累計期間（個別）業績予想数値と実績値との差異 

（平成22年 4月 1日～平成22年 9月 30日） （単位：百万円）

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益

前回発表予想（Ａ） 9,100 650 400 350 
円 
40 

銭
42

今回実績値（Ｂ） 8,636 14 △124 △2,060 △237 98

増減額（Ｂ－Ａ） △464 △636 △276 △2,410 － －

増減率（％） △5.1 △97.8 － － － －

(ご参考）前期第2四半期実績 

(平成22年3月期第2四半期) 
9,765 191 64 △19 △2 18



 

４．平成23年３月期通期（連結）業績予想数値の修正 

（平成22年 4月 1日～平成23年 3月 31日） （単位：百万円）

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 17,600 800 400 200 
円 
23 

銭
28

今回修正予想（Ｂ） 17,029 157 △221 △3,387 △394 29

増減額（Ｂ－Ａ） △571 △643 △621 △3,587 － －

増減率（％） △3.2 △80.4 － － － －

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期） 

18,507 407 △12 △1,804 △210 00

 

５．平成23年３月期通期（個別）業績予想数値の修正 

（平成22年 4月 1日～平成23年 3月 31日） （単位：百万円）

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 17,300 500 180 100 
円 
11 

銭
55

今回修正予想（Ｂ） 16,692 △300 △640 △2,530 △294 51

増減額（Ｂ－Ａ） △608 △800 △820 △2,630 － －

増減率（％） △3.5 － － － － －

（ご参考）前期実績 
（平成22年3月期) 

18,221 △27 △365 △2,123 △245 23

 

６．差異の生じた理由及び業績修正の理由について 

（１）第２四半期累計期間業績 

（連結） 

長引く景気の低迷による消費不振、他県からの大幅な集客の減少等、観光業界を取り巻く環境は極めて厳し

い状況が続いております。こうした中、当社グループといたしましては、収益力を回復させ、安定した経営を

取り戻すために、平成21年 11月 10日に発表しました3カ年の「経営改善計画～New Karakami Project～」に

基づき、(1)収益力強化(2)財務体質強化(3)組織力強化を継続推進してまいりました。 

その結果、当第２四半期累計期間におきましては、ビジネスホテルは比較的堅調に推移したものの、観光ホ

テルに関しては厳しい環境下で予想以上に売上が伸びず、連結売上高は8,782百万円（当初予想比△418百万円）

となりました。利益につきましては、人件費の削減や調達価格の引下げなどのコスト削減効果はあったものの、

売上減少による影響をカバーできず、連結営業利益は247百万円（当初予想比△573百万円）となりました。連

結経常利益は53百万円（当初予想比△517百万円）、連結四半期純利益は前記の減損損失による特別損失の計上

等により△3,024百万円（当初予想比△3,394百万円）となりました。 

（個別） 

個別の差異の生じた理由につきましては連結業績と同様であり、当第２四半期累計期間の売上高は 8,636 百

万円（当初予想比△464 百万円）となり、営業利益は 14 百万円（当初予想比△636 百万円）、経常利益は△124

百万円（当初予想比△276 百万円）、四半期純利益は連結業績同様に前記の減損損失による特別損失の計上等に

より△2,060百万円（当初予想比△2,410百万円）となりました。 

（２）通期業績 

（連結） 

下半期につきましては、観光ホテルにおいて、各種宿泊プランの設定、効果的な広告宣伝の展開、営業活動

の強化等を中心とした営業施策の実施により宿泊客数に回復基調が見られることから、変動費・固定費のコス

ト削減策も併せて推進し業績回復を図ってまいりますが、上記上期業績が大きく影響し、通期業績につきまし

ては、連結売上高は17,029百万円（当初予想比△571百万円）、連結営業利益は157百万円（当初予想比△643



百万円）、連結経常利益は△221百万円（当初予想比△621百万円）、連結当期純利益は△3,387百万円（当初予

想比△3,587百万円）となる見込みであります。 

（個別） 

 個別の修正理由につきましては連結業績と同様であり、通期の売上高は16,692百万円（当初予想比△608百

万円）となり、営業利益は△300百万円（当初予想比△800百万円）、経常利益は、△640百万円（当初予想比 

△820百万円）、当期純利益は、△2,530百万円（当初予想比△2,630百万円）となる見込みであります。 

 

７．配当予想の修正について 

 当期は、期末配当として5円を予定しておりましたが、前述の業績見通しを考慮し、慎重に検討を重ねた結

果、経営基盤強化のための内部留保を充実させることが優先課題であると判断し、誠に遺憾ではございますが、

無配とさせていただきたいと存じます。 

 株主の皆様には深くお詫び申し上げますとともに、早期の復配に向け、経営陣、従業員が一体となり業績の

向上に努めてまいりますので、何卒ご理解賜りますようお願い申し上げます。 

 

 年間配当金 

 第１ 
四半期末 

第２ 
四半期末 

第３ 
四半期末 期末 合計 

前 回 予 想 
(平成 22 年 5 月 17 日発表) － 0円00銭 － 5円00銭 5円00銭 

今 回 修 正 予 想 － 0円00銭 － 0円00銭 0円00銭 
当 期 実 績 － 0円00銭 －   
前期(平成 22 年 3 月期)実績 － 0円00銭 － 0円00銭 0円00銭 

 

※ご留意事項 

上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、多分に不確定な要

素を含んでおります。実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


